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１９７０年２月１４日生まれ Ａ型 ５６歳  

略歴: 沼間小卒業・逗子中卒業・私立横浜商工高等学校卒業（有）匂坂畳店入社  

逗子市商工会青年部長・逗子葉山青年会議所理事長・逗子ロータリークラブ会長 

沼間小ＰＴＡ会長・逗子中ＰＴＡ会長・市ＰＴＡ連絡協議会会長・県ＰＴＡ執行役員 

逗子市消防団員・逗子ポイントカード事業協同組合副理事長・逗葉建設組合副組合長 

家族構成: 妻と長女 次女(大学生) 長男(大学生)    

議会職歴: 議長・副議長・総務常任委員長・教育民生常任委員長・議会運営委員長                        

監査委員・予算特別委員長・決算特別委員長・基地対策特別委員長 

現在 ５期目  所属会派:市政クラブ 

 

 

 

第２回定例会が６月１１日～２５日に行われました。今定例会では、令和８年度逗子市一般会計

補正予算(可決)、逗子市介護保険事業特別会計補正予算(可決)、専決処分の承認について（逗子

市下水道事業会計補正予算）(可決)、不動産の取得について(県有地(元海風荘)の取得）(可決)、

動産の取得について(学習者用タブレット端末等の購入) (可決)、動産の取得について(小型動力

ポンプ付積載車の購入) (可決)など、２０の議案・報告が審議されました。その他に陳情、意見

書案、議員提出議案が審議されました。 

 

 

 

 

 

今定例会で、県有地(元海風荘)を取得するため

に、県と締結する議案が提出され、可決しまし

た。この地は、県がプレジャーボートの保管施

設として運営していきました。渚マリーナは、

令和９年３月３１日をもって閉鎖される予定で

閉鎖後の活用については、近隣自治会の要望を

踏まえ、既存マリーナ施設の活用を前提として

進めてきました。昨年11月に、利活用案が示さ

れました。今後、小坪漁港海業振興基本計画に

位置付け、海洋

観光・海洋レジ

ャーの拠点と

するなど、当該

地からの収入

において運営

できるように

進めています。 

 

今定例会で、生ごみ分別収集を１１月から開始す

るための関連事業費を盛り込んだ一般会計補正

予算案が提案され、可決しました。分別収集のご

み袋の作成費や葉山町に支払うごみ処理費など

が計上されま

した。今後、広

報冊子の作成

や市内各地で

住民説明会を

実施して、11

月から葉山町

のクリーンセ

ンターへ生ご

み搬入を開始。 

１年８か月遅

れでスタート

します。 



  

 

先日の台風 6 号では、日本本土に接近し、各地

で被害がもたらしました。本市においては、5 時

34分にレベル 3 土砂災害警報、6 時 23分に大雨

警報、7 時 59 分に土砂災害危険警報、8 時 12分

にレベル 4 避難指示、8 時 30 分に大雨危険警報

が発令されましたが、市内小中学校は、臨時休

校にはならず、大雨の中、児童生徒が学校に登

校されました。現状の気象災害時対応について、

午前 6 時の段階で、気象庁より逗子市に「レベ

ル 4 大雨危険警報」以上が一つ、または「レベ

ル 3 大雨警報」と「暴風警報」が二つ同時に発

令されていれば、臨時休校になるとされていま

す。当日の通学時間は、とても危険な状況だと

感じました。今定例会の一般質問で、教育長に

今回の対応・判断について質問しました。今後、

校長会等で見直しを検討するそうです。 

本市の令和 8 年度一般会計当初予算案は前年度

比 4.8％増の 257 億 6,000 万円となり、過去最大

規模を更新いたしました。しかし、この予算規模

の拡大は、必ずしも政策的な投資の拡大だけを意

味するものではありません。エネルギー価格や原

材料費、人件費の高騰といった、物価高に伴う経

費の押し上げ要因が大きく影響していることは

否めません。大型事業・義務的経費が控える中、

持続可能で強固な財政基盤をどのように維持し

ていくのか、物価高等の影響の現状認識と、それ

を踏まえた今後の財政運営、物価高・資材高騰等

に伴う公共施設整備計画への影響と今後の見通

しについて、今定例会の一般質問で市長に質問し

ました。今後も厳しい財政状況が続くと思います

が、市民サービスの質を下げないように、事務事

業の見直し等を実施するように求めました。 

 

 

 

全国の公立小中学校の体育館への冷房設備設置率は約 22.7％と、依然として 4 校に 3校以上が未設

置の状況にあります。学校の体育館は、日々の体育の授業や部活動の場としてだけでなく、災害発

生時には地域住民の命を繋ぐ指定避難所としての重要な役割を担っています。いつ発生するか分か

らない大地震や台風などの自然災害に備え、避難所としての良好な生活環境を確保することは、基

礎自治体が果たすべき防災安全上の義務です。しかし、広大な空間である体育館への空調設置は、

多額の導入費用、電気代やメンテナンス費用などの維持管理費、さらには効率的な冷暖房を行うた

めの断熱工事の必要性など、本市の財政に小さくない負担

を与えることも事実です。しかしながら児童・生徒の安全

を守るために、空調設置は、必要不可欠ではないかと考え

ます。他市で設置しているエリア空調機は、奥行きが約

40 ㎝と薄型のため、体育館の上部の通路に設置が可能で

大がかりな設置工事が不要です。今定例会の一般質問で、

冷房設備設置に向けて、緊急防災・減災事業債などの地方

債をいかに有効活用し、検討を進めるように求めました。 
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